
　
合志市社会福祉協議会 障がい者支援センター「れんがの家」・「スペーシアれんが」だより

合志市の郷土料理「芋あんだご汁」って知っていますか？むかし、このあたりの地域は、畑で土地がやせていたせいもあ

りサツマイモが特産物だったそうです。湯がいたサツマイモに黒糖を混ぜあんこにします。生地の中にもサツマイモを入れ、

あんを包んでおだんごを作ります。たくさんの野菜や具を入れて味噌仕立てにしたものが、芋あんだご汁です。11月に入り、

大根、ネギなどの野菜を男のサロンさんから、さつま芋は株式会社ダイケンさんや青木さんの畑で掘りました。11月12日

（土）にれんがの子どもたちや保護者の方々、地域の方や民生委員さんなど100名近い方々と一緒に、大きな大きなお鍋を

使ってつくりました。みんなでお団子をこねたり、野菜を切ったり、出来上がるまでの待ちどおしい時間は、ボランティアさん

のマジックショーで楽しませていただきました。地域のみなさん方には、だんごの丸め方も教えていただきました。小春日和

のあたたかな日に、みんなで作って、みんなで食べる「芋あんだご汁」は、ほっぺたがおっこちそうなくらいおいしくて、おな

か一杯になりました。子どもたちが、いつか大人になったとき、れんがで食べた芋あんだご汁が、思い出の味になるといい

なと願っています。

「れんがの家」のいろんな活動のお手伝いをしてくださるボランティアさんを募集中です。

陶芸・料理・音楽・など、得意なことをご利用者と一緒に楽しんで頂ける方、ご連絡ください。
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住所：〒８６１－１１０２ 合志市須屋２５４０
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12月28日にれんがの家恒例の「もちつき

大会」が行われました。地域の方のご協力

もあり、子供たちのたくさんの笑顔を見る事

ができました。特に児童発達支援の子ども

達の中には、初めて体験する子もいたよう

で、お餅を丸める前に白い粉を手や顔につ

けて遊んだり、お餅をおにぎりの様に握って

いる子もいて、皆楽しい経験ができたので

はないかと思います。

今後も様々な活動の企画を行い、子ども

達にたくさんの経験や笑顔を提供していき

たいと思います。

12月24日に「スペーシアれんが」と「れんがの家」合同でクリスマス会を行いました。

民生委員の皆さんや地域の方をお招きして盛大なパーティーとなりました。午前中

の出し物では、絵本の読み聞かせや、子どもとボランティアさんのマジックショー、

民生委員さんの「365日の紙飛行機」の合唱にハーモニカの演奏など盛りだくさんの

内容であっという間に時間が過ぎてしまいました。その後、昼食にはたくさんのオー

ドブルとプレゼントの”れんがケーキ❤”を見ると、子ども達からは大歓声!!みんな喜

んで食べていました。私たちも子ども達の喜ぶ姿を見て、計画してよかったなととて

も嬉しい気持ちになりました(*^_^*)

皆さんはどんなクリスマスを過ごされましたか？また、今年のクリスマスはどんな

クリスマスになるのかワクワクしますね！

三協車椅子さんより、

毎年恒例のクリスマス

のプレゼントを頂きまし

た。子ども達はみんな

大喜びです!!「サンタさ

～ん！ありがとう!!」

地域活動支援センターでは毎年１２月にお

正月用に福熊手作りを行なっています。竹を

を割る所から飾り付けまでボランティアさんに

教わり手伝って貰いながらとても素敵な物が

出来あがりましたよ！！出来上がったものは

弁天物産館にて販売しました。 又、普段も手

話教室、陶芸、手芸など様々な活動を行なっ

ています。れんがの家で一緒に世界で一つだ

けの作品作りをしてみませんか？

地域活動支援センター

相談支援事業

１０月に自立支援部会サービス部会において「障がい者差別解消法」について

の研修会が開催されました。県庁より担当の方をお招きし、障がい者に対する

「合理的配慮」という事に関して具体的な事例を用いて説明頂きました。実際に

は障がいのある方がどの様な支援が必要なのか。そういった理解が進まない事

には「合理的配慮」と言われただけでは社会全体での取り組みにはならない様に

思います。相談支援専門員として今後も地域

に向けた啓発活動、障害のある方がより生活

しやすい環境に合志市が変わって行く様取り

組みをしていかねばならないと再確認させら

れた研修でした。

各事業より

おいしくな～れ♪ もぐもぐもぐもぐ・・・皆で食べるとおいしいね❤ マジックショー(゜o゜)

ヘルパーステーションでは、２０１６年の感

謝の気持ちと、良い年を迎えられます様に

との願いを込めて縁起の良いだるまを手作

りで用意し、年末にご利用者様にお届けす

る事が出来ました。昨年は、熊本地震等で、

不自由な思いをしたり、体調を崩されたご

利用者様もいらっしゃいました。今後同じよ

うな災害が起きても、共に支え合っていける

ヘルパーステーションでありたいと思います。

今後もより良い支援が出来る様、利用者の

皆様やその家族の皆様との関係を深めて

いきたいと思います。






